
■北京五輪について　　　　　　　　　　　　　　　　

　ある中国人より

　「緑色的五輪・科学かつ技術的五輪・人文的五輪」は北京

オリンピックが掲げているスローガンです。

　北京は２００８年オリンピックを成功に開催するため、

米国や豪州など先進国と同等の多くのインフラを建設し

なければなりません。五輪に関する投資総額は約３５０億

ＵＳＤとなります。

　五輪を催すことにより、もたらす実益は、開催の当年だ

けでなくそこから６～１０年間の高速成長を来たすこと

が出来るでしょう。しかし、そのマイナスの面も考えなけ

ればなりません。

　五輪開催による経済・社会実益を考えると共に、五輪が

終わった後の経済保障の問題を考慮に入れなければなり

ません。

　中国では「面子」を重視する国です。北京オリンピックに

は全中国国民が中国人としての面子を掛けていると思う、

またオリンピックの成功はつまり中国共産党政権の成功

であり、オリンピックの失敗は中国共産党政権の失敗なの

だと多くの人が思っています。ですから、今回のオリンピ

ックが国民から政府まで絶対成功させると考えています。

　それが実現出来れば国民も政府もプラスになるでしょう。

小林勝君：スマイルの金額が少ないので、あまり長く書か
ないよう親睦に注意されました。みなさん「元気ですか？」
以上です。
野中信行君：なんとなく。

山本章君：今日は卓話です。よろしく。



５月２３日（金曜日）午後６時半　

出席者：兼子次年度ガバナー補佐、大房次年度会長、鈴木次

年度幹事、野中副実行委員長、矢岸副実行委員長、中村実行

委員長

 「２００８～９年度　静岡第２分区ＩＭ」について

■決定事項■

日　　時：平成２１年１月２５日（日曜日）

開催場所：東レ総合研修センター大会議室

ホストクラブ：せせらぎ三島ロータリークラブ

■議　題■

１，７クラブ合同例会の同時開催について

２，登録受付時間について

３，テーマ“会員基盤増強”について

４，プログラム“フォーラムと記念講演”について

５，懇親会について

６，予算について

　以上の議題について兼子次年度ガバナー補佐はじめ出

席者から有益な提案をいただきました。

１，は同時開催の方向で。

２，は午後受付。

３，は兼子次年度ガバナー補佐から次年度会長幹事会で各

クラブの“会員増強活動について”発表していただくよう

要請していただく。

４，“会員基盤増強”をテーマとしたフォーラムは各クラブ

３分～５分の発表とし、講師には３０分から１時間ぐらい

の記念講演をお願いする。

５，は会員相互の密接な親睦を深めるようリーダーシップ

を発揮する。

６，は７クラブに全員登録をお願いする。

 　次いで両副実行委員には、それぞれ役割組織表の作成、
全体スケジュールの作成、講師との折衝など役割分担をお

願いしました。

　次年度早々、７月７日に会員増強をメインテーマとした

ＲＩ会長主催のセミナーが開催されますので、直後には第

二回の実行委員会を開催することを約束し、閉会しました。

です。正確には「男女共同参画は日本社会の希望　－多様

な価値観の下、個性を生かし、共に生きる社会へ－」となっ

ています。

　さて、本当に男女共同参画は、日本の希望なのでしょうか。

２，このままで大丈夫か、日本社会

　日本は現在、少子化と高齢化の進展という大きな問題を

抱えています。実は男女共同参画は、これらの問題の有効

な対応策なのです。

　女性の活用は、社会の担い手の不足を解消するうえ、青

年層も含んでいるため、新たな可能性や活力につながりま

す。また、働く女性が出産・子育てをしやすい環境を整備す

るなど仕事と家庭の両立支援と、男性の家庭進出を進める

ことで少子化対策にも貢献できると考えております。

３，男女共同参画社会の未来予想図

　「男女共同参画」によって社会はどう変わるのでしょうか。

　まず、社会の指導者層や組織の長などに女性が多くなり

ます。新たな人材の活用によってさまざまな価値観や発想

を踏まえた判断となり、より柔軟に状況の変化に対応でき、

創造性も増します。これはダイバーシティ（多様性）の推進

といい、先駆的な企業では今後の発展のポイントとされて

います。

　次に、職場に女性が進出し企業等の活力が増すと、均等

な機会や待遇が整備されるほか、短時間正社員などの導入

により働き方が選べるようになるなど、男女ともに働きや

すい職場環境となります。

　そして、仕事と家庭の両立支援の充実による子育ての環

境の改善、男性の家庭生活への参画などにより家庭がパワ

ーアップします。さらに、さまざまな問題に男女が共に取

り組むことによって地域社会の活動も活性化します。

４，個人はどう変わるのか

　では、個人レベルの話ではどうなるのでしょうか。

　まず、人生の選択肢が増えます。性別による不当な差別

がなくなり、男女ともに夢や希望が実現できます。活躍分

野の選択肢だけでなく短時間就業などの働き方の選択肢

も増え、また、いったん仕事から退いた人の再チャレンジ

の道も広がります。

　仕事と生活のバランス（ワーク・ライフ・バランス）がよ

くなると、家庭などの私生活も充実します。子どもや家族

との関わりを深めたり、地域におけるボランティア活動や

趣味に取り組んだりする時間を確保できるようになります。

　そして、男性と女性が性別は違うけれど、それぞれの立

場を理解した上で仕事や家庭に取り組めば、男女の関係が

もっとよくなると思います。

５，男女共同参画社会を目指す

 　我が国の現状を見ると、男女共同参画社会は遠い状況 
 

１，男女共同参画は日本社会の希望

　このフレーズは、一昨年にとりまとめられたな内閣府の

「男女共同参画社会の将来像検討会」の報告書のタイトル



にあり、今後の歩みの中ではさまざまな問題が起こるかも

しれません。

　しかし、男女共同参画社会を目指すということは、男女

が互いに人権を尊重し、社会の対等な構成員としてそれぞ

れの個性と能力を十分に発揮できるフェアな社会。男女双

方のメリットとなるだけでなく、老若男女全ての人が生き

生きと住みやすい社会にすることでもあるのです。

　今の日本が抱える問題に対して、男女共同参画社会の実

現が一つの答えです。

　男女共同参画は日本社会の希望なのです。


